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Ⅳ 研究の見通し

こころ・体力・食と生活の視点から健康教育を実践推進するならば、自らの健康に関心を

もち、進んで健康な生活をしていこうとする児童を育成することができるであろう。

自ら健康な生活をしていこうとする児童の育成

こころ研究部会 体力研究部会 食と生活研究部会

見通し１ 見通し２ 見通し３

人とかかわり、温かい人 健康な体で生活を送るた 生活カルテによる基本的

間関係を築く体験活動の充 めの「体育（保健 」の指 生活習慣の確立や学級活動）

実を図るとともに、道徳の 導の充実を図るとともに、 による保健指導や給食指導

時間や学級活動を総合的に 自ら進んで運動に取り組も の改善・充実を図るととも

関連付けた授業の工夫を図 うとする運動環境づくりや に、家庭・地域への啓発活

ることにより、健やかな心 運動への支援の工夫･改善 動を工夫することにより、

をはぐくむことができるで を図ることにより、自分の 自分の健康問題に気付き、

あろう。 健康を自分で保持・増進し 正しい知識を生かし自ら健

ようとする態度や実践力が 康な体を育てようとする意

育つであろう。 欲や態度が身に付くであろ

う。

Ⅴ 研究の内容と方法

１ 基本的な考え方

健康を『心身の健康』として「心」と「体」の両面から捉え，実践を推進する。また、本

校でとらえた「自ら健康な生活をしようとする児童」とは

「規則正しい生活ができる 「好ききらいしないで食べる 「進んで体を動かし、継続でき」 」

る 「元気のよいあいさつができる 「何事にも前向きに活動できる」状態であるとした。」 」

◎『健康教育でめざす児童像』の設定

※低学年 『こころもからだもけんこうな子』

※中学年 『けんこうな生活をする子』

※高学年 『自ら進んで健康な生活をする子』

２ 研究の内容

①既存する健康教育に関連した教育活動のねらいの明確化と改善・充実

②『こころ研究部会 『体力研究部会 『食と生活研究部会』の三部会により，健やかな心』 』

と体をはぐくむ支援・指導の工夫

③各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間等をかかわらせ、健康意識を高める学習指

導の充実

④学校保健計画の見直し作成・実践
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３ 組織

こころ研究部会

校長 教頭 全体研修会 体力研究部会

研修推進委員会 食と生活研究部会


